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様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 
学校名 東京学芸大学 

設置者名 国立大学法人東京学芸大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

教育学部 

初等教育教員養成課程  0 4 28 32 13  

中等教育教員養成課程  0 4 19 23 13  

特別支援教育教員養成課程  0 4 21 25 13  

養護教育教員養成課程  0 4 23 27 13  

教育支援課程  0 4 20 24 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

本学Ｗｅｂサイト http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/02/5-1-2_gakubu.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 東京学芸大学 
設置者名 国立大学法人東京学芸大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

本学 Web サイト http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/01/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 文部科学省職員 

2017.7.11 ～

2018.3.31 

2018.4.1 ～

2020.3.31 

財務・労務担当 

    

（備考） 
2020 年 4 月 1日までに、複数の学外者である理事の選任を確実に実施する。 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 東京学芸大学 
設置者名 国立大学法人東京学芸大学 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

（１）本学の教務事項全般を審議する「教務委員会」の下に「シラバス担当教員連絡会」を

置いている。シラバス担当教員は、教育組織の基本単位である各「教室」から，それぞ

れ１名（任期１年）を選出する。連絡会は毎年２月中旬に開催し、翌年度のシラバス作

成について留意点等の確認を行っている。 

（２）シラバス担当教員の任務は以下のとおりである。 

① 各教室で具体的な入稿方法を定めることとし，その策定の主導的役割を果た 

す。 

② 所属教室の授業に係るシラバスの管理運営を行なう。 

③ 教務委員会と教室との連絡・調整を行なう。 

④ シラバスの入稿確認期間に所属教室の未入稿シラバスの入稿促進を行なう。 

（３）作成時期は２月中旬（連絡会開催後直ちに）から３月中旬まで、公表時期は３月下旬

としている。 

（４）記載事項は「ねらいと目標」「内容」「テキスト」「参考文献」「成績評価方法」「授業

スケジュール（展開計画）」「授業時間外における学習方法」「授業のキーワード」「受講

補足（履修制限等）」「学生へのメッセージ」「その他」としている。 

（５）今後、実務経験のある教員等に関する記載事項を加える予定である。 

授業計画書の公表方法 本学 Webサイト http://portal.u-gakugei.ac.jp/syllabus/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

（１）シラバス記載事項の中に「成績評価方法」欄を設けており、各授業担当教員は、単に

「テスト」「レポート」といった言葉だけではなく、「具体的な方法と基準」を記入する

ことにしている。また、記入例も明示している。 

（２）本学「カリキュラム実施細則」において、成績に関する評語（合格は高点順に S・A・

B・C）及び配点基準、また、各評語に対応する基準（到達目標に達成しているか否か）

について、それぞれ定めている。 

（３）３年次開設授業科目「教育実地研究Ⅰ」（教育実習）、４年次開設授業科目「教職実践

演習」の履修条件として、それぞれ一定の修得済単位数と合格済授業科目を設定してお

り、履修条件を充たさなかった学生は、当該年次の履修を不可としている。これらの授

業科目は、本学では卒業要件の必修授業科目（一部の課程を除く）となっており、学生

が履修不可となった場合は、当該学生の卒業延期（留年）が自動的に決まる。 

（４）教育学部全学生の必修授業科目として、４年次に通年授業科目の「卒業研究」を開設

している。学生は教員の指導の下、年間を通して卒業論文（制作を含む）に取り組み、

秋学期末には発表を行い、合格した学生のみ単位が与えられる。 
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

（１）本学では平成 15 年度より GPA を導入している。算出方法は以下のとおり。 

「GP」Ｓ:4.0、Ａ:3.0、Ｂ：2.0、Ｃ：1.0、Ｆ及び失格：0 

「GPA」は各科目の「GP」にその科目の単位数を乗じた数の合計を、 

履修登録した科目の「総単位数」で除したもの（少数点以下第 3位四捨五入） 

 

（２）GPA は学生本人に成績評価と併せて通知するとともに、当該学生の指導教員からも確

認ができるようしており、当該学生の履修指導や学習計画策定に用いている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

本学 Web サイト 

（平成 27年度入学者から） 

http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/02/6-1-1_gakubu.pdf 

（平成 26年度入学者まで） 

http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/02/6-1-2_gakubu.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

（１）本学教育学部では、全体及び課程別のディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）を策

定しており、Web で広く一般に公表している（閲覧制限無し）。 

（２）教育学部全学生の必修授業科目として、４年次に通年授業科目の「卒業研究」を開設

している。学生は教員の指導の下、年間を通して卒業論文（制作を含む）に取り組み、

秋学期末には発表を行い、合格した学生のみ単位が与えられる。 

（３）卒業の認定に際しては、最初に各教室において指導学生の卒業の認定に係る原案を作

成し、次に「全学教室主任会」において審議を行い、それを踏まえて最終的に学長が認

定を行っている。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

 

（１）本学 Web サイト 

http://www.u-gakugei.ac.jp/01gaiyo/dpolicy.html 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 
学校名 東京学芸大学 
設置者名 国立大学法人東京学芸大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
本学 Web サイト 

http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/01/ 

収支計算書又は損益計算書 
本学 Web サイト 

http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/01/ 

財産目録 － 

事業報告書 
本学 Web サイト 

http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/01/ 

監事による監査報告（書） 
本学 Web サイト 

http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/01/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：国立大学法人東京学芸大学年度計画 対象年度：平成 31 年度 ） 

公表方法：本学 Web サイト 

（国立大学法人としての公表事項 7 国立大学法人東京学芸大学の各事業年度の業務運営 

に関する計画） http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/01/ 

中長期計画（名称：国立大学法人東京学芸大学中期計画   

対象年度：平成 28 年度～令和３年度 ） 

公表方法：本学 Web サイト 

（国立大学法人としての公表事項 ６国立大学法人東京学芸大学の中期目標を達成する 

ための計画） http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/01/ 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：本学 Web サイト http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/01/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：本学 Web サイト http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/01/ 
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（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 教育学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：本学 Web サイト http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/02/） 

（概要） 

 本学の目的は、学則第 1 条に「高い知識と教養を備えた創造力・実践力に富む有為の教

育者を養成すること」と定めている。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：本学 Web サイト http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/02/） 

（概要） 

東京学芸大学所定の単位を修得し、深い教養と豊かな知性を身につけた上で、さらに高

度な専門性と優れた実践力を兼ね備えた教員となりうる能力を有すると認められる者、ま

たは、教育の基礎理論と教育支援の専門知識、ならびに協働力・ネットワーク力・マネジ

メント力を習得し、学校現場と協働して様々な現代的教育課題の解決を支援する人材とな

りうる能力を有すると認められる者に学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：本学 Web サイト http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/02/） 

（概要） 

 東京学芸大学は、教員養成を主目的とした学校教育系４課程と、学校現場と協働して様々

な現代的教育課題の解決を支援できる人材を養成する教育支援課程の計５課程で構成され

ており、大学全体として、以下のような特徴をもったカリキュラム構成となっている。 

  なお、学修の成果の評価にあたっては、客観性、厳格性を確保するため、学生に対し評

価基準をあらかじめ明示し、その基準に従って適切に行っている。  

1.本学の「教養教育」は、人権を尊重し、国際的視野を基盤とした共生社会の実現に貢献

できるよう、深い教養と豊かな知性を身につけることを目的に、「総合学芸領域」、「健

康・スポーツ領域」、「語学領域」の三領域にわたって学修する。特に本学は、人権教

育を重視しており、「人権教育」を全学必修科目に加えている。  

2.学校教育系４課程においては現代的な教育課題に関連する科目群、教育支援課程におい

ては広く教育支援人材養成を行うことに関連する科目群を中心に、それぞれに選修・専

攻・コースの枠を超えて共通に履修する科目群を設けている。  

3.専門性を深める「専攻科目」は、課程、選修・専攻ごとに開設されている。特に「卒業

研究」は４年間の学びの集大成として位置づけ全学必修科目となっている。  

4.全学的に、選修・専攻・コースごとに初年次向けの専門基礎科目（入門セミナー）を開

設するなどして、新入生が大学における学修に円滑・効果的に取り組めるようにしてい

る。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：本学 Web サイト http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/02/） 

（概要） 

東京学芸大学は，教育に関する深い理解と高い専門性をもって，社会のさまざまな分野で

活躍する「有為の教育者」を志す人を求めている。 

 このため，本学では学生が次のような目標をもって大学の講義や演習，実習（教育実習

等），実験や自主ゼミナールに意欲的に取り組み，更に外国留学や各種の体験活動，サー

クル活動，インターンシップやボランティア活動等を通して，有意義で密度の濃い大学生

活を送ることを期待する。 

① 深い教養と豊かな知識を身につけ，知的な創造力や探究心を磨くこと 

② 子どもに対する愛情と教える喜びを育むこと 
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③ 柔軟な感性と豊かなコミュニケーション能力を育むこと 

④ 連帯感や粘り強い精神力を育むこと 

⑤ 共生社会の実現に貢献すること 

⑥ 外国語活用能力と国際的視野を獲得すること 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：本学 Web サイト http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/02/ 

 

 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 8 人 － 8 人 

教育学部 － 104 人 93 人 21 人 1 人 0 人 219 人 

大学院 － 21 人 12 人 3 人 0 人 0 人 36 人 

その他 － 26 人 14 人 2 人 2 人 0 人 44 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 438 人 438 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法： 

本学 Web サイト http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/02/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

（１）「教育活動に関する研修会の実施と推進」 

・学生の指導や教育の課題に即した研修会を開催し，教員の教育・指導力の向上を図ってい

る。 

・教育活動に資する各種研修会を奨励し，教室・専攻・センターによる研修会等の活動を推

進している。 

（２）「グループ研究授業および情報交換会の推進」 

・教室・専攻単位での情報交換や教員同士の公開授業・授業参観等を促し，授業内容や指導

技術の向上を図っている。 

（３）「学生による授業アンケートの実施と分析」 

・授業内容や指導技術の改善のために授業アンケートを実施・分析し，結果を活用した自己

点検を促している。 

・授業アンケートの結果を総括し，アンケート内容や活用方法について継続的に検討を行っ

ている。 
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④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

教育学部 1,010 人 1,061 人 105％ 4,040 人 4,492 人 111％ 人 0 人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 1,010 人 1,061 人 105％ 4,040 人 4,492 人 111％ 人 0 人 

（備考）学則上，編入学定員は設けていない。 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

教育学部 
1,072 人 

（100％） 

167 人 

（15.6％） 

757 人 

（70.6％） 

148 人 

（13.8％） 

 
人 

（   ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
1,072 人 

（100％） 

167 人 

（15.6％） 

757 人 

（70.6％） 

148 人 

（13.8％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数(※1) 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他(※2) 

教育学部 
1,104 人 

（100％） 

942 人 

（ 85.3％） 

144 人 

（ 13％） 

16 人 

（ 1.5％） 

2 人 

（ 0.2％） 

 
人 

（   ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
1,104 人 

（100％） 

942 人 

（ 85.3％） 

144 人 

（ 13％） 

16 人 

（ 1.5％） 

2 人 

（ 0.2％） 

（備考） 

休学・留学による在学期間、修得単位数不測のための留年が多い。 

 

※1 2015 年度入学者数 

※2 除籍数 
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⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

（１）シラバスの記載事項は「ねらいと目標」「内容」「テキスト」「参考文献」「成績評

価方法」「授業スケジュール（展開計画）」「授業時間外における学習方法」「授業の

キーワード」「受講補足（履修制限等）」「学生へのメッセージ」「その他」としてい

る。 

（２）３年次開設授業科目「教育実地研究Ⅰ」（教育実習）、４年次開設授業科目「教職実

践演習」の履修条件として、それぞれ一定の修得済単位数と合格済授業科目を設定して

おり、履修条件を充たさなかった学生は、当該年次の履修を不可としている。これらの

授業科目は、本学では卒業要件の必修授業科目（一部の課程を除く）となっており、学

生が履修不可となった場合は、当該学生の卒業延期（留年）が自動的に決まる。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

（１）シラバス記載事項の中に「成績評価方法」欄を設けており、各授業担当教員は、単に

「テスト」「レポート」といった言葉だけではなく、「具体的な方法と基準」を記入す

ることにしている。また、記入例も明示している。 

（２）本学「カリキュラム実施細則」において、成績に関する評語（合格は高点順に S・A・

B・C）及び配点基準、また、各評語に対応する基準（到達目標に達成しているか否か）

について、それぞれ定めている。 

（３）教育学部全学生の必修授業科目として、４年次に通年授業科目の「卒業研究」を開設

している。学生は教員の指導の下、年間を通して卒業論文（制作を含む）に取り組み、

秋学期末には発表を行い、合格した学生のみ単位が与えられる。 

（４）卒業の認定に際しては、最初に各教室において指導学生の卒業の認定に係る原案を作

成し、次に「全学教室主任会」において審議を行い、それを踏まえて最終的に学長が認

定を行っている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

教育学部 

初等教育教員養成課程 １２９単位 ○有 ・無 学期 28・年間 52 単位 

中等教育教員養成課程 １３０単位 ○有 ・無 学期 28・年間 52 単位 

特別支援教育教員養成課程 １４５単位 ○有 ・無 学期 28・年間 56 単位 

養護教育教員養成課程 １２８単位 ○有 ・無 学期 28・年間 52 単位 

教育支援課程 １２４単位 ○有 ・無 学期 28・年間 52 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 
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⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：本学 Web サイト http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/02/ 

・キャンパスの概要 

http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/02/895bc8aa034d0e6135cf4e3448dc4751a5016056.pdf 

・主な交通手段 http://www.u-gakugei.ac.jp/access/ 

・課外活動施設 http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/02/pdf/7_5.pdf 

・休息を行う環境 http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/02/7_6.pdf 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

教育学部 

初等教育教員養成課程 

535,800 円 282,000 円 0 円 

 

中等教育教員養成課程  

特別支援教育教員養成課程  

養護教育教員養成課程  

教育支援課程  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）本学 Web サイト http://www.u-gakugei.ac.jp/05gakusei/ 

○学生支援 

・教職特待生制度・奨学金 http://www.u-gakugei.ac.jp/scholarship/  

学校教員になることを強く志望しながら、経済的理由で大学進学が困難な学生を対象に、

入学料及び授業料を全額免除し、さらに奨学金を支給する本学独自の制度について掲載。 

・奨学金 http://www.u-gakugei.ac.jp/scholarship/pdf/18_09_scholarship.pdf 

  日本学生支援機構の奨学金、助成団体・自治体等の奨学金、本学独自の「学芸むさしの奨 

学金」について概要を掲載。 

・授業料免除・授業料徴収猶予など http://www.u-gakugei.ac.jp/~s-life/shinnyusei.htm 

  授業料及び入学料免除・徴収猶予制度の概要、選考基準、申請要領等を掲載。 

・保険制度 http://www.u-gakugei.ac.jp/05gakusei/hoken.html 

  学生教育研究災害障害保険、学研災付帯賠償責任保険について掲載。 

・学生寮・アパート http://www.u-gakugei.ac.jp/05gakusei/dormitory.html 

  ３つの学生寮の概要と入寮選考、大学生協のアパート紹介について掲載。 

 

○海外留学・国際交流 

・交換留学（派遣留学制度） http://www.u-gakugei.ac.jp/05gakusei/haken.html 

  派遣留学制度の概要や単位認定、身分上の扱いに加え、留学体験記等について掲載。 

・短期留学プログラム http://www.u-gakugei.ac.jp/05gakusei/program.html 

  本学で実施している、夏休み・春休み等を利用した短期留学プログラムのほか、海外スタ 

  ディツアーを含む授業、東京学芸大学基金による支援金の給付等について掲載。 

・国際交流 http://www.u-gakugei.ac.jp/05gakusei/kouryu.html 

  留学生チューター制度、英語で行われる授業（ISEP プログララム）等について掲載。 
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b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）本学 Web サイト http://www.u-gakugei.ac.jp/05gakusei/ 

・学生キャリア支援室 

http://www.u-gakugei.ac.jp/~shushoku/career_support/top_career.htm 

就職相談の利用方法、就職支援システム等について掲載。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

○相談体制（学生生活について http://www.u-gakugei.ac.jp/05gakusei/） 

・総合学生支援機構 http://www.u-gakugei.ac.jp/webimg/shienkikou_2019.pdf 

大学全体で学生生活をサポートする体制について掲載。 

・キャンパスライフ委員会 http://www.u-gakugei.ac.jp/~clife/ 

  委員会への相談方法、相談員の紹介、ハラスメントの予防と対策等について掲載。 

・学生相談室 http://www.u-gakugei.ac.jp/webimg/2019_gakusou.pdf 

  相談室の利用方法、相談員の紹介等を掲載。 

・障がい学生支援室 http://www.u-gakugei.ac.jp/~gsupport/index.html 

  支援室のサポート内容について掲載。 

・保健管理センター http://www.u-gakugei.ac.jp/~hokekan/ 

  保健サービス（カウンセリング、健康相談、健康診断証明書、セミナー、フリースペース 

の提供等）の案内、行事予定等を掲載。 

 

○課外活動 

・サークル一覧 http://www.u-gakugei.ac.jp/circle/ 
  文化系・体育系サークルの活動状況を掲載。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：本学 Web サイト http://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/02/ 

 

 


